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受援計画策定で防災対応を強化
■問　平成28年度中に国土強靭化
地域計画が策定されるが、その
中で受援計画は策定するのか。
■答　発災時の災害対応に必要な
人的・物的資源の不足を補うた
め、外部からの支援を受け入れ
る必要があり、手順や役割分担
を明確化するなど、受援に必要
な体制を整備する必要がある。   
　策定を進めている、岡山市国
土強靭化地域計画では、業務継
続に必要な人員の確保や実効性
の高い相互応援体制の構築を図
ることとしている。応援を迅速
かつ効率的に受け入れるための
受援計画は、29年度内をめど
に策定したい。

薬局と連携した在宅ケア
■問　※７岡山市認定在宅介護対応
薬局事業の成果や課題を検証し、
本市がなすべきことを探るべき
では。
■答　本事業は、岡山市薬剤師会
と連携して取り組んでおり、医
師・看護師等と協力しながら在
宅療養を支える素地は出来つつ
ある。一方で、十分な訪問活動
に結びついていないため、広報
紙・ホームページでの周知や、
認定薬局が掲載された地図情報
を在宅医療・介護に関する専門
職向けの研修会等で配布するこ
とで、市民や医師・看護師等に
役割を認知してもらえるよう、
市薬剤師会と協働しながら努力
している。
　今後は、中学校区等の身近な

地域で、認定薬局と医師・看護
師等とのマッチングの場を作る
など、在宅ケアにつながる取り
組みを進めていきたい。

救急相談ダイヤル「※８＃7119」
■問　総務省消防庁も普及を目指
しており、本市でも導入を検討
しては。
■答　導入するための課題として
は、実施圏域の調整や24時間
365日対応する医師・看護師等
の相談員の確保、費用対効果の
分析などが挙げられる。　
　今後、本市の保健福祉局と消
防局が連携して、岡山県等関係
者の意見も聞きながら、先行自
治体の導入事例を参考に調査・
研究していきたい。

家庭系ごみの減量化
■問　ごみの減量を進める新たな
対策は。

■答　改定中の「ごみ処理基本計
画」では、家庭系可燃ごみの約
40パーセントを占める生ごみ
に注目し、堆肥化事業や食品ロ
ス削減啓発事業など、具体的な
減量施策を盛り込んでいる。
　また、分別啓発を目的として、
平成28年９月に発表したごみ
分別アプリは、既に１万人に利
用されている。
　今後も市民と一体で※９４Ｒの
取り組みを進め、平成27年度
に13万3,000トン排出されてい
る家庭系ごみを、37年度には
11万8,000トンまで削減したい。

平成30年度までに
危険性の高い用水路に安全対策
■問　危険箇所の整備はいつまで
に完了するのか。
■答　一斉点検により危険箇所と
して把握した約2,500カ所のう
ち、危険性が高い約950カ所は
平成30年度までに完了させる。
　その後、この２年間の重点的
な対策の効果を確認し、残り約
1,600カ所の優先度と対策期間
など、整備方針を定めたい。ま
た、町内会などから新たに要望
があった場合も、危険度に応じ
て必要な対策を講じていきたい。

27人の議員が行った質問の中から、いくつかを取り上げて要旨を掲載

全員の個人質問は市議会ホームページのインターネット議会中継で配信しています。個人質問

転落防止柵を設置した用水路転落防止柵を設置した用水路

「たまりば」での相談支援研修「たまりば」での相談支援研修

OKAYAMA CITY COUNCIL
代表質問

平成29年４月から始まる
※６総合事業
■問　今まで利用していた予防や
介護のサービスをケアプランに
位置付けないと利用できないの
は後退ではないか。
■答　総合事業移行後は、介護予
防給付相当の通所、訪問サービ
スに加えて、基準を緩和したサ
ービスも提供することにしてお
り、選択肢が増え、よりニーズ
にあったサービスが提供できる
ことになる。
　なお、これまで同様、ケアマ
ネジャーが介護状況等を踏まえ
たケアプランを作成することと
しており、サービスは後退しな
いと考えている。
支援に取り組む団体を対象に
ネットワークづくり
■問　子ども食堂の開設に、市と
して情報提供やコーディネート
機能を持つべきでは。

■答　平成29年度から、困難を抱
える子ども、家庭への支援に取
り組む各団体を対象としたネッ
トワークづくりを支援していき
たい。併せて、このネットワー
クを活用して、支援を必要とす
る子どもや家族と団体をつない
でいく仕組みづくりに努める。

安定した教員の採用
■問　平成29年４月に県費負担か
ら市費負担になる。正規教員を
増やす必要があるのでは。
■答　継続した研修を行うことで、

資質向上を計画的に図っていけ
ることから、正規教員を増やす
必要があると認識している。
　今後は、教員の質の担保や年
齢構成の平準化を図りながら、
急激に採用数を増やすのではな
く、児童・生徒数などの動向も
踏まえ、安定した採用を行って
いきたい。
認可外保育施設への
補助金を拡充
■問　認可保育園の増設などが急
務だが、認可外保育施設利用者
への補助も現実的な支援策では。
■答　待機児童が多く発生してい
る現状では、認可外保育施設は
保育の受け皿の一つになってい
ると考えている。
　まずは保護者が安心して子ど
もを預けることができるよう、
現在の登録保育施設補助金を拡
充し、補助要件である保育士の
割合３分の１を上回る、２分の
１で保育の充実を図っていく園
に対して、補助金の増額を行い
たい。

障がい者の一般就労促進と
職場定着の取り組み
■問　取り組みの成果は。
■答　障害者一般就労支援事業で
は、本市主催の就職面接会で、平
成27年度は15人、28年度は第１
回目で26人が就職に結びついた。

職場定着支援事業では、働く障
がい者の交流拠点「たまりば」
を設置し、相談支援や働く障が
い者が交流することで職場への
定着を目指している。27年度末
で56人、28年12月末で83人と利
用登録が増加し、離職者は３人
のみと一定の効果をあげている。
広報紙「市民のひろばおかやま」
でより効果的な情報発信
■問　４区ごとに編集しては。
■答　区ごとの広報紙作成は、区
に限定した情報発信の必要性や
内容、費用増、配布方法など課
題も多いため、引き続き現状の
「市民のひろばおかやま」の中

で、より市民に密着した情報発
信を図る。また、効果的な発信
方法も各区と協議していきたい。
里親委託の推進
■問　取り組み状況は。
■答　平成27年３月に岡山県とと
もに策定した岡山県家庭的養護
推進計画で、里親等委託率の目
標を41年度末で33.5パーセン
トとしているのに対し、27年
度末で13.3パーセントだった。
28年度は、制度説明会の回数
を増やし、里親制度の普及啓発
活動に取り組んだところ、28
年度内に16組27人が里親に登
録予定で、新たに４人の児童を
里親に委託している。今後も、
関係機関・団体と連携し、里親
委託をより一層推進していく。

市民ネット

日本共産党岡山市議団

岡山市ごみ分別アプリは、AppStoreや
GooglePlayで無料で入手可能です
岡山市ごみ分別アプリは、AppStoreや
GooglePlayで無料で入手可能です

健康・暮らし Health　
Life

Health　
Life

用語解説 ※７【岡山市認定在宅介護対応薬局事業】
在宅医療に関心を持ち、積極的に訪問して薬学的管理指導を行う薬局・薬剤師を増やすことを目的
に、所定の認定要件を満たした薬剤師が所属する薬局を「岡山市認定在宅介護対応薬局」に認定し、
気軽に在宅医療の相談や訪問に応じる薬局として周知を図り、薬局の活用を促進することを目指す

用語解説 ※８【救急相談ダイヤル「＃7119」】
救急車を呼んだ方がいいのか、すぐに病院へ行った方がいい
のか判断に困るような病気やけがをした際に、緊急性の有無
や応急手当の方法、適切な医療機関等を案内する相談窓口

用語解説  ※６【総合事業】
「介護予防・日常生活支援総合事業」の通称。高齢者が住み慣れた地域で自立した生活を続けられるよう地域全体で高齢者を支えるとともに、
高齢者自身も自らの持つ能力を生かして要介護状態となることを予防するための仕組みとして、介護保険制度において創設された
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旭川かわまちづくり事業で
ワクワクする未来を
■問　岡山城・後楽園の観光ルー
トの中で石山公園の役割は。
■答　現在、旭川の左岸側は旭川
さくらみちの整備を、右岸側は
水辺近くで景観を楽しみながら
散策できる歩道整備を、出石地
区はオープンスペースの整備と
水辺へのスロープ設置等を行う
こととし、完成後は、一帯が劇
的に変化すると考えている。
　民間活力を導入しながらにぎ
わいを創出することで、石山公
園は今まで以上に中核的な役割
を担うと期待され、大きな財産
になると考えている。

中山間地域等で　　
小学校区別の地域カルテを作成
■問　平成27年に実施した実態把
握調査の結果は。また、活性化
を図る上での地域単位の考えは。
■答　中山間地域等の24小学校区
を対象にアンケート調査を行い、
地域活動の担い手となる人材の
不足や生活交通の確保、鳥獣被
害などが共通の課題として挙げ
られ、空き家や防犯などの地域
固有の課題も把握した。併せて、
統計資料等から、地域の人口構
成、買い物ができる場所や医療
機関などの生活機能を整理し、
連合町内会長へのヒアリングや、

婦人会など組織活動の把握を行
って、小学校区別の地域カルテ
を作成した。
　また、活性化の支援を行う単
位は、地域の実状に応じて、意
見を聞く中で検討していきたい。

合併10年の瀬戸地域
新市基本計画を着実に推進
■問　平成29年度予算にどう反映
させているか。
■答　ハード事業は、瀬戸地域の
新市基本計画を見守る会の意見
も聞き、着手が遅れていた事業
についても予算案を計上し、計
画している11事業すべてに着
手する予定。
　引き続き、計画期間の33年
度を目標に、事業の着実な推進
に努めたい。

学生のアイデアで定住を促進
■問　大学生が主体となって取り
組む大学生まちづくりチャレン
ジ事業の内容と進め方は。
■答　地域課題の解決に向けたア
イデアを大学生が提案し、地域
の関係団体等と協働で取り組ん
でいくもの。行政は大学と協力
して、必要な情報提供や意見交
換等を行い、サポートしていく。
　また、優良事例を表彰するな
ど取り組み結果を広く公表する
ことで、大学生のインセンティ
ブを高め、取り組みの裾野を広
げていきたい。

新・桃太郎でプロモーション
■問　「桃太郎のまち岡山」をテ
ーマに都市イメージの発信を掲
げているが、具体的な戦略は。
■答　平成29年度に、ファッショ
ンや踊りに敏感な世代をメーン

ターゲットに、未来への躍動感
を感じさせる新・桃太郎のキャ
ラクターを創り、その衣装とし
て、斬新でインパクトがある桃
太郎ファッションを創作する。
　併せて、吉備津彦と温羅の伝
承の地でもある吉備路を舞台に、
新・桃太郎とうらじゃがコラボ
レーションしたＰＲ動画を制作
するとともに、「桃太郎伝説の
地　吉備路周遊バス」を運行す
る予定。また、一連の事業の中
で「桃太郎の日」を設定するほ
か、動画投稿サイトや※11ＳＮ
Ｓなどを活用し、効果的な情報
発信を行っていきたい。

総合プロデューサーを配置
■問　新しい文化芸術施設に、企
画・制作力を持った人材の雇用
や、人材育成など長期的な視野
での工夫が必要では。
■答　公演などを企画・制作する
能力を持ち、事業を統括できる
総合プロデューサーを配置する。
さらに、事業や活動を継続的に
展開するために、文化芸術の専
門的知識を有し、舞台制作や事
業を実施する能力を持った人材
を配置し、文化芸術活動の創造
支援やにぎわいづくりにつなげ
ていきたい。
  今後、本市の文化芸術による
まちづくりを推進していくため、
地域と連携して文化事業を企
画・実施できる人材を含む体制
づくりを進めていきたい。

イベントなども開催される石山公園イベントなども開催される石山公園

通学路を照らす防犯灯通学路を照らす防犯灯

OKAYAMA CITY COUNCIL
個人質問

 ※10利用調整を点数優先へ見直し
■問　保育の必要な子どもが確実
に保育園に入れる選考方法とす
べきでは。
■答　本市では、保育の必要性を
点数化し、保育園ごとに、その
園を第１希望とする児童から点
数順に入園決定しているが、第
１希望の児童で受入枠がいっぱ
いになった場合、その園を第２、
第３希望とする児童は、点数が
高くても入園できない仕組みに
なっている。
　結果的に、保育の必要性が高
い子どもが入園できない仕組み
なら、現行の第１希望優先から
点数優先へ見直す必要があり、
より公平・公正になるよう、平
成30年４月入園の利用調整に
向けて、作業を進めていきたい。

未入園児童の保護者へ配慮を
■問　認可保育園等に入園できな
かった児童の保護者ニーズを把
握しているか。
■答　未入園児童の保護者を対象
に、平成29年４月以降の保育
状況や保育ニーズを調査する予
定にしている。その結果をもと
に、保育利用者支援員を活用し、
保護者へ受け入れ可能な保育園
等の情報提供や保育サービスの
案内をするなど、よりきめ細や
かなアフターフォローに努めて
いきたい。

放課後児童クラブの支援員を
募集しています！
■問　支援員不足が課題だが、ホ
ームページの募集情報を改善で
きないのか。
■答　本市ホームページでは、放
課後児童クラブのページに求人
情報を掲載している。
　このページへは、本市トップ
ページの「施設案内」と「組
織・部署案内」からアクセスす
ることが可能だが、見つけにく
いとの意見もある。今後は「子
育て・教育」など関連分野のペ
ージからもアクセスできるよう
に改善を図っていく。

弱点が把握できる自主学習ソフ
トをすべての中学校に導入予定
■問　どのようなソフトか。また、
生徒の長所を伸ばすことも考え
るべきでは。
■答　教員や生徒がパソコンでウ
ェブ上から必要な問題を選択し、
学習プリントを作成するもの。
授業や宿題で一斉に使用するこ
とや、生徒一人一人の課題に応
じたプリントを作成することで、
弱点を補う学習もできる。
　また、このソフトは基礎的な
問題だけでなく、応用問題も選
択できるため、学力をさらに伸
ばすことにも活用できると考え
ており、すべての中学校に導入
する予定。

おかやまっ子チャレンジアップ
プロジェクトがスタート
■問　県の頑張る学校応援事業は、
優良実践校の表彰を引き続き行
うが、本市はこの制度を活用す
るのか。
■答　平成29年度から独自でおか

やまっ子チャレンジアッププロ
ジェクトを実施し、学力向上だ
けでなく、地域連携を観点に加
え、市民の声や子どもの発表等
を材料にして選考、表彰する。
学校の取り組みや子どもの頑張
る姿をしっかりアピールするこ
とで、全体のレベルアップが図
られるとともに、子どもの意欲
向上や学校教育に対する市民の
関心が一層高まることを期待し
ている。
　本市が独自で取り組むため、
県の表彰制度には参加しない。

通学路に防犯灯を設置して
犯罪防止
■問　設置要件と現状は。また、
要件をどう周知していくのか。
■答　町内会の要望に基づき、原
則、設置予定場所からおおむね
100メートル以内に防犯灯や道
路照明等がないことを条件に、
小学校と中学校が指定する通学
路に設置する。平成26年度は
47灯、27年度は60灯、28年度
は29年２月末で45灯設置、毎
年50灯程度を新設している。
　設置要件は、本市ホームペー
ジへの掲載、町内会へのお知ら
せ文により周知しているが、今
後は、連合町内会の会合で知ら
せるなど、幅広く周知を図って
いきたい。

まちづくり・文化 Community Planning
Culture

Community Planning
Culture教育・子育て Education　　　　

Child Care
Education　　　　

Child Care

用語解説 ※11【ＳＮＳ】
Social Networking Service （ソーシャルネットワーキングサービス）の略で、人と人とのつながりを促進・支援する、コミュニティ型の
webサイトおよびネットサービス。フェイスブック、ツイッター、インスタグラムなどが有名

用語解説 ※９【４Ｒ】
Refuseリフューズ（発生抑制）、Reduceリデュース（排出抑制）、
Reuseリユース（再使用）、Recycleリサイクル（再生利用）で
ごみの減量化・資源化を進める考え

用語解説 ※10【利用調整】
入園希望者が施設の定員数を上回る場合に、保育の必要性に基づいて、
入園希望者ごとにつけられた点数や、施設希望順位等を踏まえ、市町
村が入園を決定すること

う　ら
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GIKAI-STYLE
個人質問

旭川かわまちづくり事業で
ワクワクする未来を
■問　岡山城・後楽園の観光ルー
トの中で石山公園の役割は。
■答　現在、旭川の左岸側は旭川
さくらみちの整備を、右岸側は
水辺近くで景観を楽しみながら
散策できる歩道整備を、出石地
区はオープンスペースの整備と
水辺へのスロープ設置等を行う
こととし、完成後は、一帯が劇
的に変化すると考えている。
　民間活力を導入しながらにぎ
わいを創出することで、石山公
園は今まで以上に中核的な役割
を担うと期待され、大きな財産
になると考えている。

中山間地域等で　　
小学校区別の地域カルテを作成
■問　平成27年に実施した実態把
握調査の結果は。また、活性化
を図る上での地域単位の考えは。
■答　中山間地域等の24小学校区
を対象にアンケート調査を行い、
地域活動の担い手となる人材の
不足や生活交通の確保、鳥獣被
害などが共通の課題として挙げ
られ、空き家や防犯などの地域
固有の課題も把握した。併せて、
統計資料等から、地域の人口構
成、買い物ができる場所や医療
機関などの生活機能を整理し、
連合町内会長へのヒアリングや、

婦人会など組織活動の把握を行
って、小学校区別の地域カルテ
を作成した。
　また、活性化の支援を行う単
位は、地域の実状に応じて、意
見を聞く中で検討していきたい。

合併10年の瀬戸地域
新市基本計画を着実に推進
■問　平成29年度予算にどう反映
させているか。
■答　ハード事業は、瀬戸地域の
新市基本計画を見守る会の意見
も聞き、着手が遅れていた事業
についても予算案を計上し、計
画している11事業すべてに着
手する予定。
　引き続き、計画期間の33年
度を目標に、事業の着実な推進
に努めたい。

学生のアイデアで定住を促進
■問　大学生が主体となって取り
組む大学生まちづくりチャレン
ジ事業の内容と進め方は。
■答　地域課題の解決に向けたア
イデアを大学生が提案し、地域
の関係団体等と協働で取り組ん
でいくもの。行政は大学と協力
して、必要な情報提供や意見交
換等を行い、サポートしていく。
　また、優良事例を表彰するな
ど取り組み結果を広く公表する
ことで、大学生のインセンティ
ブを高め、取り組みの裾野を広
げていきたい。

新・桃太郎でプロモーション
■問　「桃太郎のまち岡山」をテ
ーマに都市イメージの発信を掲
げているが、具体的な戦略は。
■答　平成29年度に、ファッショ
ンや踊りに敏感な世代をメーン

ターゲットに、未来への躍動感
を感じさせる新・桃太郎のキャ
ラクターを創り、その衣装とし
て、斬新でインパクトがある桃
太郎ファッションを創作する。
　併せて、吉備津彦と温羅の伝
承の地でもある吉備路を舞台に、
新・桃太郎とうらじゃがコラボ
レーションしたＰＲ動画を制作
するとともに、「桃太郎伝説の
地　吉備路周遊バス」を運行す
る予定。また、一連の事業の中
で「桃太郎の日」を設定するほ
か、動画投稿サイトや※11ＳＮ
Ｓなどを活用し、効果的な情報
発信を行っていきたい。

総合プロデューサーを配置
■問　新しい文化芸術施設に、企
画・制作力を持った人材の雇用
や、人材育成など長期的な視野
での工夫が必要では。
■答　公演などを企画・制作する
能力を持ち、事業を統括できる
総合プロデューサーを配置する。
さらに、事業や活動を継続的に
展開するために、文化芸術の専
門的知識を有し、舞台制作や事
業を実施する能力を持った人材
を配置し、文化芸術活動の創造
支援やにぎわいづくりにつなげ
ていきたい。
  今後、本市の文化芸術による
まちづくりを推進していくため、
地域と連携して文化事業を企
画・実施できる人材を含む体制
づくりを進めていきたい。

イベントなども開催される石山公園イベントなども開催される石山公園

通学路を照らす防犯灯通学路を照らす防犯灯

OKAYAMA CITY COUNCIL
個人質問

 ※10利用調整を点数優先へ見直し
■問　保育の必要な子どもが確実
に保育園に入れる選考方法とす
べきでは。
■答　本市では、保育の必要性を
点数化し、保育園ごとに、その
園を第１希望とする児童から点
数順に入園決定しているが、第
１希望の児童で受入枠がいっぱ
いになった場合、その園を第２、
第３希望とする児童は、点数が
高くても入園できない仕組みに
なっている。
　結果的に、保育の必要性が高
い子どもが入園できない仕組み
なら、現行の第１希望優先から
点数優先へ見直す必要があり、
より公平・公正になるよう、平
成30年４月入園の利用調整に
向けて、作業を進めていきたい。

未入園児童の保護者へ配慮を
■問　認可保育園等に入園できな
かった児童の保護者ニーズを把
握しているか。
■答　未入園児童の保護者を対象
に、平成29年４月以降の保育
状況や保育ニーズを調査する予
定にしている。その結果をもと
に、保育利用者支援員を活用し、
保護者へ受け入れ可能な保育園
等の情報提供や保育サービスの
案内をするなど、よりきめ細や
かなアフターフォローに努めて
いきたい。

放課後児童クラブの支援員を
募集しています！
■問　支援員不足が課題だが、ホ
ームページの募集情報を改善で
きないのか。
■答　本市ホームページでは、放
課後児童クラブのページに求人
情報を掲載している。
　このページへは、本市トップ
ページの「施設案内」と「組
織・部署案内」からアクセスす
ることが可能だが、見つけにく
いとの意見もある。今後は「子
育て・教育」など関連分野のペ
ージからもアクセスできるよう
に改善を図っていく。

弱点が把握できる自主学習ソフ
トをすべての中学校に導入予定
■問　どのようなソフトか。また、
生徒の長所を伸ばすことも考え
るべきでは。
■答　教員や生徒がパソコンでウ
ェブ上から必要な問題を選択し、
学習プリントを作成するもの。
授業や宿題で一斉に使用するこ
とや、生徒一人一人の課題に応
じたプリントを作成することで、
弱点を補う学習もできる。
　また、このソフトは基礎的な
問題だけでなく、応用問題も選
択できるため、学力をさらに伸
ばすことにも活用できると考え
ており、すべての中学校に導入
する予定。

おかやまっ子チャレンジアップ
プロジェクトがスタート
■問　県の頑張る学校応援事業は、
優良実践校の表彰を引き続き行
うが、本市はこの制度を活用す
るのか。
■答　平成29年度から独自でおか

やまっ子チャレンジアッププロ
ジェクトを実施し、学力向上だ
けでなく、地域連携を観点に加
え、市民の声や子どもの発表等
を材料にして選考、表彰する。
学校の取り組みや子どもの頑張
る姿をしっかりアピールするこ
とで、全体のレベルアップが図
られるとともに、子どもの意欲
向上や学校教育に対する市民の
関心が一層高まることを期待し
ている。
　本市が独自で取り組むため、
県の表彰制度には参加しない。

通学路に防犯灯を設置して
犯罪防止
■問　設置要件と現状は。また、
要件をどう周知していくのか。
■答　町内会の要望に基づき、原
則、設置予定場所からおおむね
100メートル以内に防犯灯や道
路照明等がないことを条件に、
小学校と中学校が指定する通学
路に設置する。平成26年度は
47灯、27年度は60灯、28年度
は29年２月末で45灯設置、毎
年50灯程度を新設している。
　設置要件は、本市ホームペー
ジへの掲載、町内会へのお知ら
せ文により周知しているが、今
後は、連合町内会の会合で知ら
せるなど、幅広く周知を図って
いきたい。

まちづくり・文化 Community Planning
Culture

Community Planning
Culture教育・子育て Education　　　　

Child Care
Education　　　　

Child Care

用語解説 ※11【ＳＮＳ】
Social Networking Service （ソーシャルネットワーキングサービス）の略で、人と人とのつながりを促進・支援する、コミュニティ型の
webサイトおよびネットサービス。フェイスブック、ツイッター、インスタグラムなどが有名

用語解説 ※９【４Ｒ】
Refuseリフューズ（発生抑制）、Reduceリデュース（排出抑制）、
Reuseリユース（再使用）、Recycleリサイクル（再生利用）で
ごみの減量化・資源化を進める考え

用語解説 ※10【利用調整】
入園希望者が施設の定員数を上回る場合に、保育の必要性に基づいて、
入園希望者ごとにつけられた点数や、施設希望順位等を踏まえ、市町
村が入園を決定すること

う　ら
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